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風しんの届出数の増加が認められる５都県における風しん対策について（協力依頼） 

 

今般の風しんの届出数の増加については、別添１の「風しんの届出数の増加に伴う注意

喚起について（協力依頼）」に基づき、風しんに対する一層の対策の実施をお願いしたとこ

ろです。 

現在、特に、東京都、千葉県、神奈川県、埼玉県及び愛知県（以下「５都県」という。）

において、風しんの届出数の増加が続いています。平成 30 年９月 27 日に開催された厚生

科学審議会感染症部会の議論を踏まえ、特に先天性風しん症候群（CRS）を防ぐ観点から、

５都県において下記の対策を実施することといたしましたので、市町村や医療機関等の貴

管内関係者へ周知するとともに、風しんに対する一層の対策の実施をお願いします。 

なお、別添２のとおり、「職域における風しん対策について」を都道府県労働局宛にも通

知しましたので、御承知おきいただきますようお願いします。 

 

記 

 

１ 現在、風しんの届出数が増加していることを踏まえ、風しんの症状や感染力、妊婦へ

の影響（先天性風しん症候群発生）、感染拡大防止策等について住民に正しく理解してい

ただけるよう、機会を捉えて周知すること。周知の際には、別添３のとおり、Ｑ＆Ａを

更新しているので、内容について了知の上、具体的な対策については別添４「風しん対

策に関するリーフレット」を参考にされたい。 

 

２ 妊婦、妊娠を希望する女性及び妊婦の同居家族に、積極的に抗体検査を受けていただ
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くようウェブサイト、自治体広報紙、ＳＮＳ等を通じて周知すること。周知の際は、こ

れらの者が居住地近辺の医療機関において抗体検査を受けることができるよう、貴職に

おいて抗体検査事業を委託又は当該事業への協力を要請している医療機関（以下「抗体

検査実施医療機関」という。）の所在地等の具体的な情報を分かりやすくウェブサイト等

に提示すること。また、抗体検査事業により風しんの抗体検査を受けた者のうち、抗体

価が低いことが判明した、妊娠を希望する女性及び妊婦の同居家族（以下「抗体価が低

い妊娠希望者等」という。）に対し、予防接種を促すと共に、その者が予防接種を受けた

か否か把握するように努めること。なお、抗体検査を受けた者の性別、年代、区分（妊

娠を希望する女性又は妊婦の同居家族）、抗体陰性件数、予防接種件数については、月に

一度、国へ報告を求めることとする。 

 

３ 抗体価が低い妊娠希望者等に対し、検査結果を通知する際に、風しんの予防接種を実

施している医療機関に関する具体的な情報を提供するなど、抗体検査から予防接種への

適切な結びつけができるよう、貴管内の抗体検査実施医療機関に周知すること。 

 

４ 乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン（MRワクチン）の流通等については、MRワクチ

ンの製造販売業者及び販売会社は５都県の過去の出荷実績の 80%※を目安に任意接種分

として、10月以降、当該市場に追加で出荷することを依頼したので、以下のとおり円滑

に運用されるよう、関係者に周知の上連携して実施すること。 

※ 現在、MR ワクチンの製造販売業者及び販売会社は、定期接種を円滑に実施できるよう、過去の出荷

実績の 100%を目安に MRワクチンを出荷する、いわゆる出荷調整を実施している。 

（１）５都県の医療機関は、抗体価が低いことが判明した妊娠を希望する女性及び妊婦の

同居家族で抗体価が低いことが判明した者に対して優先的に任意接種を行うことと

する。任意接種を行うために MR ワクチンを卸売販売業者に発注する際には、予約状

況等を勘案した上で、必要最低限の量を発注いただき、一度の発注で２週間分を上限

とすることを原則とすること。 

 また、10月５日（金）以降、任意接種を行うために初めて発注する際には、卸売販

売業者から示された様式（別添５の様式例を参照）に、発注量、予定している任意接

種の内訳を記載して、卸売販売業者に提出すること。２回目以降の発注の際には、卸

売販売業者から示された様式（別添６の様式例を参照）に、発注量、予定している任

意接種の内訳、前回納品日以降の接種実績を記載して、卸売販売業者に提出すること。 

（２）卸売販売業者は、（１）の発注量、接種予定、接種実績（２回目以降の発注時に限

る）を踏まえ、抗体価が低い妊娠希望者等に接種予定であることを確認した上で、５

都県の医療機関に MRワクチンを納入すること。 

  

 

別添１：風しんの届出数の増加に伴う注意喚起について（協力依頼）（平成 30年８月 14

日付通知） 

別添２：職域における風しん対策について（平成 30年 10月２日付通知） 

別添３：風しんについて（厚生労働省） 

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-

kansenshou/rubella/ 

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/rubella/
https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/rubella/


別添４：風しん対策に関するリーフレット（厚生労働省） 

別添５：初回発注（様式例） 

別添６：２回目以降の発注（様式例） 

 

 

別添５：初回発注（様式例） 

 
 

別添６：２回目以降の発注（様式例） 

 

 

 


